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1. 目的: 前報におい て， 本学院生家庭の栄養素摂取

の三 食への分布と食事内容の豊富さについ て調査した。

今回 は更 に，主食 を形 態別に分けて，摂 取し た食 品と，

調理 形態につい て検討し，併 せて，摂 取食 品の数 と種 類

の相関々係 につい て検討 を行なった。

2.　方 法: 本 学院生 を対 象とし て，夏 季一週間の食事

内容 を記 載させ， 分析 検討 を行なった。

3. 成果:I ）動物性食品 につい ては，朝食時,米 食，

パン食の何 れにあっても，摂 取する食 品は少なかった。

米 食では，主 とし て卵（摂取頻度4.0/ 週）パン食では，

牛乳（摂取頻度4.3週 ）の使用が多 く， 調理形 態の 簡 単

なものであ った。夕食時は，摂取食品 が多 く，調理形 態

のバ ラエテ ィが大であ った。緑黄野菜 につい て乱 同様

に，主食形態別 に検討 を行なった。

n ） 使用食品の数 と種類 の相関々係 を，所得,職業，

家族数，調理に当 たる主婦 の学歴に よって区分し検討を

行 なったそ の結果，食品 の数 と種類 の増加率は， どの区

分においても，あ る点 までは，同傾向を示し それ以上に

なっ て個々 の特徴に よる差を示し た。この差の原因を家

族の食事への関心，買ものへの関心など， 精神面の影響

を指標とし て解析した。あ わせて， 使用食品の種 類と調

味料，香辛料の種類との相関々係についても，同様の解

析を行な った。


